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　 　　 パ ー

コ
ー

ル 密度 勾 配 遠 心 に よ る 酵 母 低 水 分 変 異株 の 集 積

　 　　 （il本 甜 菜 製 糖 （株 ）総 研 、
‡

网 税 庁 醸 造 研 発 所 ） ○ 団 村 雅 彦 、 飯 轡 穣
＊

［ll　ll勺】　 パ ン 酵 母 の 脱 水 性 （＝ 水 分 含 髄） は 固 形 酉畢母 の 成 形 徃 お よ び 品 籔

に 影 響 す る 。 酵 母 の 脱 水 性 を決 定 す る 要 因 を 薗 体 内 水 分 と 仮 定 し 、
パ ー コ ー

ル を 用 い た 密 度 勾 配 遠 心 に よ り 、 細 胞 の 比 皚 を指 標 と した 菌株 の 選 択 を行 っ

た と こ ろ 、 比 演が 高 い 菌株 は 水 分 含 畿が 低 くな る傾 向 が 見 られ た 、，

　 さ ら に 変 異 処 理 に よ り、 水 分含 最 の 低 い 繭株 の 取得 の iif能性 を 探 る た め
、

密度 勾 配 遠 心 に よ る 高比 重細 胞 の 集 積 を 併 用 した と こ ろ 、 効 率 よ く 細 胞 比 離

が 増加 した 菌 株 を 取 得 で き た の で 報告 す る 。

1方 法 及 び 結 果 lEMS を 用 い て 変 異 処 理 を 行 っ た 細 胞 を YPD プ ロ ス に て

30 ℃ 、 31
．
1間 振 と う培 養を 行 っ た 。 細 胞 を 回 収 後 O．15M の NaCl を 含む パ ー

コ
ー ル に 加 え 24000rpm × 40 分 閥 の 遠 心 を 行 っ た。 遠 心 嘗 に 形 成 され た 細 胞

の バ ン ドか ら最 下 端 を 回 収 し 、
”

YPD 培 養
’一

→ パ ー
コ

・一
ル 遠 心

一
→ 高 比 靈 細 胞

の 回 収
”

とい うサ イ ク ル を 3 園 繰 り返 し 、冗 株 よ り 高 比 亟 と な っ た 細 胞 を 取

得 し た 。 元 株 と 変 異株 を 培 養 し 、 細 胞 比 轣 の 経 時 変 化 を 調 べ た とこ ろ 、 細 胞

の 比 重 は 対 数 期 に は 低 く 、 定 常 期 に 向 か い 徐 々 に 高 く な っ た 。

τ1こ行 し て 水 分

も 低 下 した 。 元株 で は 変 異 株 に 比 べ そ の 変 化 が 小 さか っ た 。
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1024 Saecharomycc 　s　oercvlsiae の ト リグ リセ リ ド分 泌 変 異株

○ 野 島 康 弘 、 木 林 篤
＊

、 松 崎 浩 明
＊

、 秦 野 琢 之   宮 川 都 吉 、

　福井 作 蔵
’

（広 島大 ・醗 酵 、

＊

福 山大 ・生 物 工 学 ）

【目的］ 我 々 は 分 泌 発 酵 法 に よ る トリグ リセ リ ド （TG ） の 生産 を 目捲 し 、

現 在 まで に Tricbospoivfl属 酵 母 の TG 分 泌 変 異 株 を 育種 した
1）

。
TG 分 泌 効率

化 を 目指 す た め に は 菌 株 の 育 種 、 培養 条 件 の 検討 に 加 え て 、 分 泌 機構 の 分

子 遣 伝学 的 知 見 を 得 る 必 要が あ る 。 そ こ で 508 澀 略 f齠 よ り脂質 分 泌 変異 株

の 取 得を 試 み た 。

置方 法及 び 結 果】 脂 質 を 資化 で き る 株 は 脂 質 の 膜 透 過 能 を保 持 して い る と

予 想 し、 まず 、 研 究 室 保 膚 の S，cere 　viSiae 　18 株 よ り最 も強 い 脂 肪 酸 （パ ル ミ

チ ン酸 エ チ ル ） 資化 能 を 有す る YP1 株 を 選別 した 。 次 い で 、　 Ethylmethane

sulfonate で 変 異導 入 し 、 菌 体 外 に 脂質 を蓄 積 す る 株 を 得 る こ と に した 。 検 定

菌 を 用い る ス ク リ
ー

ン グ法 で 約 80，000 コ ロ ニ ー を検 索 した 結 果 、
TG を 含む

脂 質 を分 泌 （リパ ー ゼ を 加 え た と き の み に 検 定菌 の ハ ロ を形 成 す る 株 を

TG 分 泌 株 と した ） す る 株 くSTGI 株 ）を得 る こ とが 出 来 た 。 本 変 異株 は グ

ル コ ー
ス 2g よ り総脂 質 約 70　mg を 生 産 し 、 そ の 内 TG 約 4　mg （親 株 で は

全 く検 出 さ れ な い ） を 菌 体 外 に 蓄 積 して い た 。 目下 、
TG 分 泌 生産 最 適 培 養

条 件 検討 中 。 ま た STG1 株 を用 い て TG 分 泌 の 遣 伝 学 的解 析 を 試 み た 。
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